
肝がん治療最前線 in 熊本
ー 根治をゴールとした治療戦略 ー

2020年 2月13日（木）19:00～21:00

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
熊本市中央区東阿弥陀寺町２番地 096-354-2111

主催：エーザイ株式会社

日時

場所

症例提示頂き各診療科での治療方針をディスカッション

基調講演Ⅰ

宮山 士朗 先生（福井県済生会病院 放射線科 主任部長）

座 長

演 者

総合討論

馬場 秀夫 先生（熊本大学大学院生命科学研究部 消化器外科学 教授）座 長

演 者

20:30～21:00

19:00～19:30

Opening Remarks

Closing Remarks

池田 理 先生（熊本大学大学院生命科学研究部 放射線診断学 准教授）

基調講演Ⅱ

上嶋 一臣 先生（近畿大学医学部 消化器内科 講師）

座 長

演 者

19:30～20:00

田中 基彦 先生（熊本大学大学院生命科学研究部 消化器内科学 准教授）

基調講演Ⅲ

進藤 潤一 先生（虎の門病院 消化器外科）

座 長

演 者

20:00～20:30

山下 洋市 先生（熊本大学大学院生命科学研究部 消化器外科学 准教授）

ディスカサント 上記登壇医師

別府 透 先生（山鹿市民医療センター 院長）

馬場 秀夫 先生（熊本大学大学院生命科学研究部 消化器外科学 教授）

『 次世代分子標的薬時代のTACE再考 -TACE と分子標的薬の方向性- 』

『 肝癌領域における新規薬剤導入がもたらす新しい外科的介入の可能性 』

※会終了後に、情報交換会を設けております。
なお、国公立等の施設にご所属の先生方におかれましては、事前にご所属施設の規則等をご確認の上、ご対応いただきますようお願い申し上げます。

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

『 Intermediate stage HCCに対する内科的治療戦略
– May the TACE be with MTA - 』


